
基本設計終了、コ
ンソーシアム準備
段階の立ち上がり

詳細設計終了、準備
段階コンソーシアとし
て最終報告をとりまと
め

共用開始

2,439百万円 2,335百万円
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾁｬﾚﾝｼﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発の終了による減

計 19,941百万円 16,865百万円

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

特定先端大型研究施設利
用促進交付金 897百万円 897百万円

委員等旅費
5百万円 6百万円

3百万円 4百万円

費　目

特定先端大型研究施設運
営費等補助金 14,112百万円 10,587百万円

「京」のシステム開発・整備完了に伴う国庫債務負担行為の終了による減

高性能汎用計算機高度利
用事業費補助金 2,468百万円 3,018百万円

大型研究施設との研究開発に係る連携や社会的ニーズの高い分野への拡充などによる増

庁費 3百万円 3百万円

科学技術試験研究委託費

職員旅費
3百万円 3百万円

諸謝金

非常勤職員手当
11百万円 10百万円

24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

活動実績

（当初見込
み）

HPCIの中核となる次世代スーパーコンピュータ「京」
の開発・整備状況

システム試作・評価
実施、施設建設、グ
ランドチャレンジ開
発、次世代スパコン
戦略プログラム開始

システム製造・搬
入開始、施設完
成、グランドチャレ
ンジ開発

システム整備、全ラッ
ク搬入完了、10ペタ
フロップス達成、グラ
ンドチャレンジ開発、
戦略プログラム本格
実施

システム完成、
共用開始

－

単位当たり
コスト

　　　　　　　　　　　（円／　　　　　　　　） 算出根拠

本事業は、「京」を中核とした最先端の計算科学技術研究基盤を構築
するとともに、構築後はその利用を推進するもので、平成24年9月末の
共用開始を目指し開発・整備中である。
平成23年度においては、HPCIの開発・整備の途中段階であるため、1
単位当たりのコストを記載することはなじまない。

－

21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位

HPCIの構築状況

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

23年度
目標値

（　24　年度）

HPCIの活用成果

成果実績 － － － 共用開始

達成度

成果指標 単位 21年度 22年度

％ － －

執行率（％） 88.2% 98.8% 99.6%

執行額 21,221 30,604 34,377

16,865

-

24,048 30,977 34,524 19,941

補正予算 ▲ 2 18,633 - -

▲ 10,434 13,407

19,941 16,865

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 19,032 22,779 21,117

23年度 24年度

繰越し等 5,017

第４期科学技術基本計画（平成２３年８月閣議決定）

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

次世代スーパーコンピュータプロジェクトを進化・発展させ、開発側視点から利用者側視点に転換し、多様なユーザー
ニーズに応える革新的な計算環境を実現する。このため、①引き続き世界最高水準を目指した次世代スーパーコン
ピュータ「京」を開発・整備する（平成２３年３月末一部稼働開始、平成２４年６月までにLINPACK１０ペタフロップス達成、
同年9月末共用開始）とともに、②「京」と国内のスパコンをネットワークで結び、多くのユーザーが利用でき、データの共
有や共同分析などが可能となる「革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（ＨＰＣＩ）」を構築する。

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

計

施策名

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

特定先端大型研究施設の共用の促進に関する
法律第2条第2項第2号、第5条

関係する計画、
通知等

作成責任者

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

我が国の科学の発展、産業競争力の強化、科学技術イノベーションの創出等に大きく貢献するため、次世代スーパーコ
ンピュータ「京」を中核とした革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（ＨＰＣＩ）を構築することにより、計算
科学技術をはじめとした科学技術活動全般を支える先端的な基盤を整備する。

事業開始・
終了(予定）年度 平成18年度～ 担当課室 情報課　計算科学技術推進室

計算科学技術推進室長
林 孝浩

会計区分 一般会計 Ⅸ－２　科学技術振興のための基盤の強化

事業番号 0253

　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

事業名
革新的ハイパフォーマンス・コンピュー
ティング・インフラ（ＨＰＣＩ）の構築

担当部局庁 研究振興局

※　表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げ額と合計は一致しない。



平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

一
部
改
善

１．事業評価の観点：本事業は、計算科学技術をはじめとする科学技術活動全般を支える先端的な基盤を整備する長期継続事業で
あり、その大半が独立行政法人向けの支出及び公募型事業である。

２．所見：本事業は長期継続事業であり、平成21年11月の事業仕分け及び平成21年度レビューの指摘を踏まえ、平成24年度におい
て予算の縮減を図るなど一定の見直しを図ったことは評価するものの、引き続き、衆議院・決算行政監視委員会の行政監視に関す
る小委員会による国会仕分けで決議された内容を踏まえ、コスト削減等に努めるべきである。

予算監視・効率化チームの所見

関連する過去のレビューシートの事業番号

【事業仕分け第１弾】
（事業番号・事業名）
事業番号３-１７ （独） 理化学研究所①（次世代スーパーコンピューティング技術の推進）
（ＷＧの評価結果）
「来年度の予算計上の見送りに限りなく近い縮減（廃止１名、予算計上見送り６名、予算要求の縮減５名（a 半額３名、その他２名）」
（取りまとめコメント）
「次世代スーパーコンピューティング技術の推進については、廃止１名、予算計上見送り６名、予算要求の縮減５名となり、縮減の内容は半額以上であった。当ＷＧとしては、計画
の凍結、ということで、来年度の予算は、見送りに限りなく近い縮減との結論とする。」
なお、事業仕分けの評価結果等を踏まえ、平成２２年度予算編成の過程において、次世代スーパーコンピュータプロジェクトを進化・発展させ、開発側視点から利用者側視点に転
換し、多様なユーザーニーズに応える革新的な計算環境を実現することとした。具体的には、①引き続き世界最高水準（平成２４年６月までに１０ペタフロップス達成）を目指した次
世代スパコン「京」を開発・整備するとともに、②次世代スパコンと国内のスパコンをネットワークで結び、多くのユーザーが利用でき、データの共有や共同分析などが可能となる革
新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（ＨＰＣＩ）を構築することとしている。
※菅副総理兼国家戦略担当大臣、仙谷行政刷新担当大臣、藤井財務大臣、川端文部科学大臣により平成２１年１２月１６日に合意。

【平成２２年度補正予算】
平成２２年度補正予算において、「京」の開発・整備におけるシステム製造の３年計画（２２～２４年度）のうち２年目（平成２３年度分）の工程の一部を平成２２年度に前倒しした（予
算額１８６億円）。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

縮
減

「京」の開発・整備部門と運用部門を統合することによる人件費の縮減や事務経費の見直しによるコスト縮減を図り、概算要求に▲１
５百万円を反映させた。

-
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっ
ているか。

- 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名

点
検
結
果

○多様なユーザーニーズに応える革新的な計算環境を実現するため、「京」を中核としたＨＰＣＩの構築に向けて、引き続き、着実に取り組む
べきである。
○ＨＰＣＩの中核となる「京」の整備については、平成２３年６月及び１１月にスパコン性能ランキングにおいて連続して世界１位を獲得し、同年
１１月に性能目標である１０ペタフロップスを達成するなど順調に進捗しており、今後の科学的・社会的課題の解決につながる成果の創出に
むけて、平成２４年９月末の共用開始に向けた着実な整備と運営を進めることが必要である。

-

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

研究者等による最先端大型研究施設の共用を促進すべ
く、共用法に基づき、施設設置者を対象とした補助事業
として実施しており、実効性の高い事業となっている。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・
使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。 理化学研究所から委託・請負契約にて支出する業務に
おいて、大部分は一般競争入札を実施しており、その妥
当性や競争性を確保している。
また、随意契約の締結については、契約審査委員会（監
査・コンプライアンス室長等の職員で構成）に諮り、その
理由や相手先について、その妥当性の審査を適切に
行っている。随意契約締結後には、全ての随意契約実
績を理研のホームページ上で公表するとともに、外部有
識者を含む契約監視委員会による点検を実施し、契約
の妥当性についてチェックする体制を整えている。
総合的にみて、効果的・効率的かつ適切なものとなって
いる。
なお、平成２４年９月末に共用開始を予定しており、受益
負担関係は生じていない。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

目
的
・
予
算
の
状

況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。
当事業は、第４期科学技術基本計画の「国家安全保障・
基幹技術の強化」において「世界最高水準のハイパ
フォーマンスコンピューティング技術」としてその必要性
が明記されるなど、政策の優先度が極めて高い事業で
ある。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

- 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

0247 0237



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

文部科学省
34,377百万円

【Ｃ】

HPCIｺﾝｿｰｼｱﾑ
運営事務

(独)理化学研究所
15百万円

【公募　委託】

事業概要：
HPCIの構築とこれを主導す
るコンソーシアムの形成に
係る各種の課題の検討を円
滑に進めていくために必要
な運営事務を行い、コン
ソーシアムにおける検討課
題について、検討状況や検
討結果をとりまとめる。

グランドチャレンジ
アプリケーション

開発事業
大学・独立行政法人

（全14機関）
1,001百万円

【Ｄ】 【公募　委託】

事業概要：
ナノ分野及びライフサイエンス分野
においてスパコン「京」を最大限利
活用するためのソフトウェアを開発

HPCI戦略プログラム
事業

大学・独立行政法人
（全4機関）
2,469百万円

【Ｅ】 【補助】

事業概要：
戦略機関を中心に戦略分野の研究
開発及び計算科学技術推進体制の
構築に取り組む。平成２３年度は
本格実施を開始

事業概要：

次世代スーパーコンピュータ「京」を開発・整備するとともに、「京」と国
内のスパコンをネットワークで結び、多くのユーザーが利用でき、データ
の共有や共同分析が可能となるＨＰＣＩを構築する。

事業概要：
コンソーシアムでの検討を踏まえながら、HPCIの
基礎的な仕様をまとめる等を実施。東京大学はス
トレージ共有、ユーザ管理支援、先端ソフトウェ
ア運用基盤に関する仕様策定及び事業の総合的推
進。情報・システム研究機構はネットワーク基
盤、認証基盤に関する仕様策定。

【Ｂ】 【公募　委託】

HPCIの詳細仕様に関する調査検討
大学・独立行政法人

（全5機関）
144百万円

大学・独立行政法人
（全26機関）
1,132百万円

【随意契約
　　　　　委託】【Ｆ】

グランドチャレンジアプリケーション・
HPCI戦略プログラムに係る

　・非常勤職員手当　7.5百万円

　・諸謝金　3.0百万円

　・職員旅費　1.5百万円

　・委員等旅費　3.4百万円

　・庁費　1.1百万円

計16.5百万円を含む

【Ａ】

次世代スーパーコンピュータ「京」の
開発・整備

　　(独)理化学研究所　30,731百万円

事業概要：
次世代スーパーコンピュータ「京」を平成24年の完成を目指して開発・整備。
また、「特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律」に基づき、その共用
を図る。

【補助】

事業概要：
戦略機関を中心に戦略分野の研究開
発及び計算科学技術推進体制の構築
に取り組む。平成２３年度は本格実
施を開始。

国立大学法人東京大学
987百万円

文部科学省

【補助】

分野２「新物質・エネルギー創成」および分野４「次世代ものづくり」の研究開
発に取り組む。平成２３年度は本格実施を開始。

一般財団
法人

高度情報
科学技術
研究機構
15百万円

大学共同利用
機関法人自然
科学研究機構

分子科学
研究所

84百万円

独立行政
法人宇宙
航空研究
開発機
48百万

円

国立大
学法人
京都
大学

32百万
円

国立大
学法人
神戸
大学

32百万
円

国立大
学法人
東北
大学

25百万
円

国立大
学法人
大阪
大学

24百万
円

独立行政
法人

物質・材
料研究機
22百万円

国立大
学法人
名古屋
大学

21百万
円

独立行政
法人

産業技術
総合研究

所
16百万円

次世代もの
づくり分野に
おける計算
科学技術推
進体制の構
築における
共通基盤技
術の高度化
ならびにその
実装・理活用
支援を実施
する。

「原子力施設
等の大型プ
ラントの次世
代耐震シミュ
レーションに
関係する研
究開発」にお
いて大規模
耐震シミュ
レーション結
果の利活用
技術に係わ
る調査を実
施する。

分野４「次世
代ものづく
り」の研究開
発に取り組
む。

「乱流の直
接計算に基
づく次世代
流体設計シ
ステムの研
究開発」に
おいて「次
世代燃焼・
ガス化装置
設計システ
ム」の研究
開発を実施
する。

「次世代半
導体集積素
子における
カーボン系
ナノ構造プ
ロセスシミュ
レーションに
関する研究
開発」を実
施する。

「基礎科学
の源流から
物質機能と
エネルギー
変換を操る
奔流へ」の
実現に向
け、世界最
高水準の研
究成果を創
出するとと
もに、分子
科学分野に
おける人材
育成活動を
推進する。

「若手研究
者・若手研
究リーダ育
成プランの
作成」など
を通じて、
次世代スパ
コンを活用
した研究開
発および産
業応用がで
きる人材を
育成する

「基礎科学の
源流から物
質機能とエ
ネルギー変
換を操る奔
流へ」の実現
に向け、世
界最高水準
の研究成果
を創出すると
ともに、分子
科学分野に
おける人材
育成活動を
推進する。

「分野２「新
物質・エネル
ギー創成」の
研究開発に
取り組む。

分野２
「新物
質・エネ
ルギー
創成」の
研究開
発に取り
組む。

（【Ｅ】の国立大学法人東京大学のケース）

【委託】 【委託】 【委託】 【委託】 【委託】 【委託】 【委託】 【委託】 【委託】 【委託】

【Ａ-3】

・ガス料金
・大阪ガス
株式会社
・807百万円

【Ａ-10】

・堂島拠点用
ルータ導入･設
置
・ＮＴＴコ
ミュニケー
ションズ株式
会社
・19百万円

【Ａ-9】

・神戸拠点用
ファイアウォー
ル装置等
・日本電気株
式会社
・25百万円

【Ａ-8】

・計算科学研
究機構のネッ
トワークシス
テムに係わる
賃貸借・運用
保守業務
・アクセン
チュア株式会
社
・26百万円

【Ａ-7】

・並列特性分
析ツールの詳
細設計（その
３）
・一般財団法
人高度情報科
学技術研究機
構
・27百万円

【Ａ-5】

・講堂及びセ
ミナー室用Ａ
Ｖシステム
・株式会社東
和エンジニア
リング
・38百万円

【Ａ-2】

・電気料金
・関西電力
株式会社
・865百万円

【Ａ-4】

・計算科学
研究機構施
設管理業務
等
・近鉄ビル
サービス株
式会社
・57百万円

【Ａ-1】

・超並列
スーパーコン
ピュータシス
テムの製作･
構築等
・富士通株
式会社
・26,963百
万円

【Ａ-6】

・システムログ
解析サーバ群
等
・日本ＳＧＩ
株式会社
・31百万円

計算科学研
究機構にお
ける電気受
給契約

並列特性分析
ツールの詳細
設計（その３）

計算科学研
究機構の
ネットワー
クシステム
に係わる賃
貸借・運用
保守

神戸拠点用
ファイアウォー
ル装置等

【随意契約】【随意契約】

堂島拠点用
ルータ導入･設
置

計算科学研
究機構にお
けるガス受
給契約

システムログ解
析サーバ群等

【一般競争入札】
（総合評価）

【一般競争入札】

計算科学研
究機構の施
設管理等

講堂及びセミ
ナー室用ＡＶ
システム

【随意契約】

超並列スー
パーコン
ピュータシス
テムの製作
及び構築等

【一般競争入札】
【一般競争入札】

【一般競争入札】 【一般競争入札】 【一般競争入札】



使　途
金　額

(百万円）
特定大型研究施
設運営等事業費 30,731 役務 計算科学研究機構施設管理業務等

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ａ．（独）理化学研究所 Ａ－4．近鉄ビルサービス株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

57
超高速電子計算機の開発及び特定高
速電子計算機施設の運営

金　額
(百万円）

費　目

57

Ａ－1．富士通株式会社 Ａ－5．株式会社東和エンジニアリング

計 30,731 計

使　途
金　額

(百万円）

製作等
超並列スーパーコンピュータシステム
の製作･構築等

26,963 購入 講堂及びセミナー室用ＡＶシステム 38

費　目 使　途

38計 26,963 計

Ａ－2．関西電力株式会社 Ａ－6．日本ＳＧＩ株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

その他 電気料金 865 購入 システムログ解析サーバ群等 31

金　額
(百万円）

費　目

31

Ａ－3．大阪ガス株式会社 Ａ－7．一般財団法人高度情報科学技術研究機構

計 865 計

使　途
金　額

(百万円）

その他 ガス料金 807 役務 並列特性分析ツールの詳細設計（その３） 27

費　目 使　途

807 計 27計



計 50 計 270

ホームページ作成、ソフトウエア高度化 14

その他
印刷製本費、諸謝金、会議開催、消費税相当
額

25

研究用サーバ、研究成果普及用サーバ等 20設備備品費

雑役務費

一般管理費

国内旅費、外国旅費、外国人等招聘旅費 32

その他
調査検討委員会開催費、消耗品費
(OA関係),一般管理費

5 電子計算機諸費

管理・運用 25

電子計算機使用量 30

研究者 124

設備備品費 認証基盤システム

人件費 30 人件費

15 旅費

B.情報・システム研究機構 F.　東京大学

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 19 計

ホームページ作成、ソフトウエア高度化 12

その他

987

印刷製本費、会議開催費、諸謝金、通信運搬
費

38

パソコン周辺機器、記憶媒体等 22消耗品費

雑役務費

旅費

基盤センター借用 149

設備備品費

国内旅費、外国旅費、外国人等招聘旅費 54

研究用サーバ、研究成果普及用サーバ等 120

研究者 235人件費

電子計算機諸費

購入 堂島拠点用ルータ導入･設置 19 委託費 研究開発委託 357

Ａ－10．ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社 E.　東京大学

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 25 計

シンポジウム開催、学会参加費等 6

その他

381

消耗品費、印刷製本費、設備備品費等 10

10消費税相当額

雑役務費

諸謝金

35

旅費

非常勤チームリーダ謝金、招待講演謝金等 14

国内旅費、外国旅費、外国人等招聘旅費 19

プログラム高度化、ハードウェア保守等 110電子計算機諸費

一般管理費

購入 神戸拠点用ファイアウォール装置等 25 人件費 研究者 177

Ａ－9．日本電気株式会社 D．（独）理化学研究所

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 26 計 15

1一般管理費

その他

HPCI検討委員会委員等 2

旅費

消耗品費（OA関係）、Webサーバ構築・管理、
委員会等開催費、設備備品費(PC)、通信運搬

2

国内旅費(委員会委員等) 2

委員会等速記業務 4雑役務費

会議開催費

26 諸謝金

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

HPCI検討委員会委員等 4

Ａ－8．アクセンチュア株式会社 Ｃ.(独)理化学研究所

使　途
金　額

(百万円）

賃貸借
計算科学研究機構のネットワークシス
テムに係わる賃貸借・運用保守業務



※　表示単位未満四捨五入の関係で、「費目・使途」における金額と「支出先上位１０者リスト」における金額は一致しない場合がある
支出先上位１０者リスト
A. 次世代スーパーコンピュータ「京」の開発・整備

B. HPCIの詳細仕様に関する調査検討

C. HPCIコンソーシアム運営事務

D. グランドチャレンジアプリケーション

D. 戦略プログラム（補助）

E. 戦略プログラム（委託）

※２　表示単位未満四捨五入の関係で、「費目・使途」における金額と「支出先上位１０者リスト」における金額は一致しない場合がある
※１　平成18年度に企画競争を実施。

企画競争（※1） －

10 東海大学
細胞シミュレーションプラットフォームを血栓止血の主役細胞である血小板に応用することによる
総合的な血栓止血シミュレータ基盤モデルの研究開発を実施する。 14

企画競争（※1） －

7

企画競争（※1） －

9
大学共同利用機関法人情報・
システム研究機構統計数理研

生命体シミュレーションのためのデータ同化技術の研究開発を実施する。 14

8 国立大学法人東京工業大学
タンパク質間相互作用ネットワークの推定とその応用に関する研究開発を実施す
る。 16

国立大学法人名古屋大学
高並列汎用分子動力学シミュレーションソフトの研究開発および高並列化作業を実
施する。

企画競争（※1） －生体高分子生化学的機能解析のための分子計算技術の研究開発を実施する。 24

随意契約23 －

5 慶應義塾大学

6 国立大学法人大阪大学

肝細胞シミュレータの研究開発、肝小葉シミュレータの研究開発と病態予測解析への応用、細胞
シミュレーションプラットフォームの研究開発等を実施する。 25 企画競争（※1）

企画競争（※1） －

企画競争（※1） －

－

4 国立大学法人京都大学 神経細胞構造可塑性シミュレーションおよび視覚野受動野形成シミュレーションの研究開発、および新機能スピントロニクス材
料・光学材料開発・設計のためのシミュレーション研究開発等を実施する。 79

3 国立大学法人東京大学 次世代低侵襲治療に向けたシミュレーションの研究開発、大規模遺伝子ネットワーク推定とその応用についての研究開発および
次世代ナノ複合材料、高強度材料・超高集積デバイスの開発・設計のためのシミュレーションの研究開発等を実施する。 182

随意契約 －

1 独立行政法人理化学研究所

2
大学共同利用機関法人自然科学研
究機構分子科学研究所

ナノプロジェクトの総合的推進および次世代ナノ生体物質、次世代エネルギーの研究開発を実施
するとともに、シミュレーションの高度化技術開発および支援を実施する。 190

ライフプロジェクトの総合的推進および分子・細胞・臓器全身スケール、データ解析融合・脳神経系に関する研究開発を実施する
とともに、シミュレーションの高度化技術開発および支援を実施する。 380(※2)

入札者数 落札率

企画競争（※1） －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

※　平成22年度に企画競争を実施。

企画競争(※） －1 独立行政法人理化学研究所
HPCIの構築とこれを主導するコンソーシアムの形成に係る各種の課題の検討を円滑に進めてい
くために必要な運営事務を行い、検討状況や検討結果を取りまとめる。 15

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

入札者数 落札率

計算科学研究機構における電気受給契約 865

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

1 富士通株式会社 超並列スーパーコンピュータシステムの製作及び構築等 26,963

随意契約 －

3 大阪ガス株式会社 計算科学研究機構におけるガス受給契約 807 随意契約 －

2 関西電力株式会社

4 近鉄ビルサービス株式会社 計算科学研究機構の施設管理等 57

－

5 株式会社東和エンジニアリング 講堂及びセミナー室用ＡＶシステム 38

2 －

3 －

－

6 日本ＳＧＩ株式会社

7 財団法人高度情報科学技術研究機構 並列特性分析ツールの詳細設計（その３） 27

システムログ解析サーバ群等 31 1

8 アクセンチュア株式会社 計算科学研究機構のネットワークシステムに係わる賃貸借・運用保守

2

326

9 日本電気株式会社 神戸拠点用ファイアウォール装置等 25

2

－

3 －

－10 ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社 堂島拠点用ルータ導入･設置 19

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

2 国立大学法人東京大学
ストレージ共有、ユーザ管理支援、先端ソフトウェア運用基盤に関する仕様策定及び
事業の総合的推進。 29企画競争(※） －

支　出　先

－

3 国立大学法人筑波大学 ストレージ資源利用に関する仕様策定 26企画競争(※） －

1
大学共同利用機関法人情報・シス
テム研究機構統計数理研究所 認証基盤に関する仕様策定

国立大学法人東京工業大学 先端ソフトウェア運用基盤に関する仕様策定 18

企画競争(※）50

※　平成22年度に基本設計の企画競争を実施。

企画競争(※） －

5 国立大学法人大阪大学 認証基盤システムおよび事務局業務連携ソフトウェアに関する仕様策定 21企画競争(※） －

4

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

－

－

1 国立大学法人東京大学
分野２「新物質・エネルギー創成」および分野４「次世代ものづくり」の研究開発に取
り組む。

2 独立行政法人海洋研究開発機構 分野３「防災・減災に資する地球変動予測」の研究開発に取り組む。 495

494

－987

－

－ －

4 国立大学法人筑波大学 分野５「物質と宇宙の起源と構造」の研究開発に取り組む。 494 － －

3 独立行政法人理化学研究所 分野１「予測する生命科学・医療および創薬基盤」の研究開発に取り組む。

支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 国立大学法人東京大学
大規模量子多体計算による核物性解明とその応用、心筋梗塞シミュレーションに向けた血栓シミュレータと冠
循環モデルの連成及び筋繊維の集合体としての骨格筋のシミュレーションの研究開発 270 随意契約 －

2
大学共同利用機関法人
高エネルギー加速器研究機構

分野５「物質と宇宙の起源と構造」の研究開発に取り組む 97

随意契約 －

3 国立大学法人京都大学
「乱流の直接計算に基づく次世代流体設計システムの研究開発」において「次世代燃焼・ガス化装置設計シス
テム」の研究開発を実施する。 88

随意契約 －

随意契約 －

随意契約 －

4
大学共同利用機関法人自然科学研
究機構分子科学研究所

5 国立大学法人大阪大学
「若手研究者・若手研究リーダ育成プランの作成」などを通じて、次世代スパコンを活用した研究開発および産
業応用ができる人材を育成する 75

分野２「新物質・エネルギー創成」の研究開発に取り組む。 84

6 東京工業大学 「次世代シーケンサデータ解析のための情報処理システムの開発」研究開発 71

7 国立天文台 分野５「物質と宇宙の起源と構造」の研究開発に取り組む 61

随意契約

－

随意契約 －

随意契約 －8

随意契約 －10
独立行政法人
宇宙航空研究開発機構

「輸送機器・流体機器の流体制御による革新的高効率化・低騒音化に関する研究開発」および「多目的設計探
査による設計手法の革新に関する研究開発」に取り組む。平成２３年度は本格実施を開始。 48

国立大学法人東北大学

9 －
独立行政法人
産業技術総合研究所

「原子力施設等の大型プラントの次世代耐震シミュレーションに関係する研究開発」において大規模耐震シミュ
レーション結果の利活用技術に係わる調査を実施する。 48

分野２「新物質・エネルギー創成」の研究開発に取り組む。 53

随意契約

随意契約 －

※　落札率については、工事関係に限り算定し公表。


